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ふ
る
さ
と
の
年
中
行
事
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運さ
だ
め命
知
る
や
黄
ば
み
葉
は
舞
う
竹
の
秋
こ
こ
を
先せ

ん
ど途
と
掃
き
終
え
し
庭
に

懐
か
し
く
想
い
出
さ
る
る
故
里
の
廃
車
と
な
り
し
さ
び
た
る
線
路

忘
れ
た
る
ざ
る
の
玉た

ま
ね
ぎ葱
芽
の
立
ち
ぬ
厨く

り
や
べ辺
に
活
け
春
を
楽
し
む

う
す
べ
に
の
芍

し
ゃ
く
や
く
薬
ひ
と
日
風
に
耐
へ
暮
れ
な
づ
む
庭
に
頭
を
た
れ
に
け
り

ほ
の
ぼ
の
と
香
る
新
茶
で
誕
生
日
同
じ
五
月
の
妻
と
祝
へ
り

薔ば
ら薇
の
花
野
草
の
花
々
取
り
混
ぜ
て
酵
素
風
呂
よ
と
今
宵
は
洒し

ゃ
れ落
ぬ

母
の
日
に
「
プ
ー
マ
」
の
靴
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
八
十
二
才
Ｇ
Ｂ
を
楽
し
む

捨
て
ら
れ
て
も
咲
く
大
根
の
花
清す

が
し
朽
ち
る
命
の
た
ま
し
い
の
色

頼
も
し
き
強
き
力
を
み
ど
り
児
は
こ
ぶ
し
に
こ
め
て
寝
返
り
を
打
つ

（
稲　

吉
）

（
中
志
筑
）

（
下
稲
吉
）

（
新　

治
）

（
大
和
田
）

（
御　

殿
）

（
内
加
茂
）

（
足
立
区
）

（
下
土
田
）

（
粟　

田
）

（
上
佐
谷
）

（
上
土
田
）

（
戸　

崎
）

（
牛　

渡
）

（
三
ツ
木
）

（
上
土
田
）

（
上
佐
谷
）

榊
原
清
志

桜
井
愛
子

成
島
利
男

大
塚
隼
人

車
田
き
み

福
田
宏
通

松
葉
ふ
み

大
橋
俊
彦

短
歌

俳
句

教育委員会

九
月
二
十
五
日
、
旧
暦
の
八
月
十
五

日
の
お
月
見
の
日
は
、
お
だ
ん
ご
や

お
餅
、
ス
ス
キ
、
サ
ト
イ
モ
な
ど
を
お

供
え
し
て
月
を
眺
め
ま
す
。
お
月
見

を
す
る
の
は
、
稲
刈
り
を
す
る
ま
で

の
手
の
あ
く
時
期
に
、
稲
の
豊
作
を

祈
る
祭
り
を
行
な
っ
た
こ
と
が
始
ま

り
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
正
確
な
起

源
は
明
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
お
月

見
」
の
日
本
で
最
初
の
記
録
は
、
九

〇
九
年
の
醍
醐
天
皇
の
記
録
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
以
降
は
、
高
級
貴
族
た

ち
だ
け
の
風
習
で
し
た
が
、
江
戸
時

代
に
な
る
と
一
般
庶
民
に
も
広
ま
り
、

ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
行
事
と
な
り
ま
し
た
。

　

昔
は
、
旧
暦
七
・
八
・
九
月
（
現
在
の

八
・
九
・
十
月
頃
）
を
「
秋
」
と
し
、
七

月
を
孟
も
う
し
ゅ
う秋（
孟
＝
は
じ
め
）、
八
月
を

仲ち
ゅ
う
し
ゅ
う
秋
、
九
月
を
季き
し
ゅ
う秋
（
季
＝
末
）
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
八
月

を
指
す
場
合
は
「
仲
秋
」、
八
月
十
五

日
の
み
を
指
す
場
合
は
「
中
秋
」
と

書
き
分
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
秋
の
七
草
の
、
き
き

ょ
う
・
か
る
か
や
・
お
み
な
え
し
な
ど

を
容
器
に
入
れ
、
栗
・
さ
つ
ま
い
も
・

赤
飯
な
ど
を
供
え
て
、
豊
作
を
祈
り

ま
し
た
。
上
稲
吉
地
区
で
は
、
里
芋

の
茎
を
芯
に
し
て
藁わ

ら

で
包
み
、
縄
で

巻
い
た
も
の
を
持
っ
て
、
子
供
た
ち

が
庭
で
「
十
五
夜
お
月
の
藁
鉄
砲
」

と
叫
び
な
が
ら
地
面
を
叩
く
行
事
が

行
な
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

こ
の
晩
に
晴
れ
れ
ば
、
小
麦
が
豊
作

に
な
る
と
い
う
言
い
伝
え
も
あ
り
ま

す
。

学校だより

お
月
見

月
を
眺
め
て
稲
の
豊
作
を
祈
願 旧暦

8月15日

中
根
美
子

橋
本
と
し

畑
百
合
子

的
場
ト
シ
子

鈴
木
春
雄

小
貫
弘
子

飯
島
ヒ
ロ
エ

前

嶋

武

川
原
場
好
子
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凌の
う
ぜ
ん
か

霄
花
一
瞬
耐
え
て
落
ち
に
け
り

白
髪
に
鉢
巻
き
り
り
山
車
を
引
く

夏
遍へ
ん
ろ路
絵
図
を
た
よ
り
に
歩
み
け
り

蓮
の
葉
の
裏
を
返
し
て
遠と
お
つ
く
ば

筑
波

巻
戻
す
テ
ー
プ
も
歪ゆ
が

む
極
暑
か
な

手
花
火
を
廻
し
お
ど
け
る
男
の
子

手
花
火
の
負
け
ぬ
気
ば
っ
ち
り
大
火
玉

垣か
き
に
来
て
ね
ず
み
花
火
の
息
閉
ず
る

樽井真吾君の　平成19年霞ヶ浦水質浄化標語

「ざりがに　さかな　どじょうにたにし　みんなともだち　きれいなみずうみ」

　環境問題が大きな社会
問題となっている昨今、
本校では、以前より総合
的な学習の時間を利用し
て環境学習に積極的に取
り組んできました。
　地域や家庭において、
４Ｒを実践できる児童の
育成を目指しています。
 Ｒ＝リサイクル（再利用）
 Ｒ＝リユース（再使用）
 Ｒ＝リデュース（ゴミ減量）
 Ｒ＝リフューズ（購入拒否）

１・２年生

「身近な自然に親しみ、いろ
いろな生き物にふれる」

３・４年生

「自然体験を通じて、自然の
不思議さや驚きを知る」

５・６年生

「自然体験活動を通して環境
保全について取り組む」

・ 学校近くの森林公園や水族
館の見学、学校の周りを散
歩（写真）

・ 春には、草花で遊んだり、
雑草の中に咲いた花やダン
ゴムシ、虫の幼虫を探索
・ 秋には、落ち葉や小さな木
の実を拾い思い思いに画用
紙に貼って絵を作成

・ 学校のプール隣にあるビオ
トープの観察や虫の採集（オ
タマジャクシ、ヤゴ、コオ
イムシなど）
・ 霞ヶ浦湖岸の崎浜にアサザ
を植栽
・ ヨシの周りを網で生き物す
くい
・ 佐賀大運動会でお年寄りの
方々にプレゼントするカラ
ンコエの苗作り（写真）

・学校水田での稲作
・1人一鉢菊作り
・漁業についての学習（写真）
・ 霞ヶ浦環境科学センターでの
水質浄化の実験や検査

環境にやさしいお手本校

＝ 佐賀小学校

自然とやさしいお付き合い

▲霞ヶ浦湖岸にアサザを植える 3・4年生

※ 平成 18年度には、県の「環境教育プログラム」の開発・制作をし、
平成 20年度に環境教育について発表する予定です。

＜“アサザ”って何？＞
アサザは大きな群れになって、強
い波をやわらげる役割を持ってい
ます。すると、湖に砂浜や浅瀬が
でき、やがて植物が育ち、虫や鳥
たちが帰ってきます。アサザは、
生き物が安心して暮らせるゆりか
ご作りに必要な植物なのです。


